
令和元年 11月 12 日開催

石狩市教育委員会会議（11 月定例会）資料

＜協議事項＞

・新・石狩市教育プラン（原案）について ・・・・・・・・・・・・・・・別冊

＜報告事項＞

・令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」への

市町村別結果の掲載に係る同意について ・・・・・・・・・・・・ Ｐ１～Ｐ14

・令和元年度石狩市教職員「ウィンターセミナー」について ・・・・ Ｐ15～Ｐ16

・令和２年石狩市成人式の開催について ・・・・・・・・・・・・・・・・ Ｐ17

＜その他＞

・「第 9 回科学の祭典 in 石狩」の開催について ・・・・・・・・・・・・・別紙

石 狩 市 教 育 委 員 会



1

〈報告事項①〉

令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」への市町村

別結果の掲載に係る同意ついて

教 健 体 第 6 4 8 号

令和元年（2019 年）10月 25 日

各市町村教育委員会教育長 様

北海道教育委員会教育長 佐 藤 嘉 大

/令和元年度（2019年度）全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」への

市町村別結果の掲載について（照会）

このことについて、スポーツ庁「2019 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査に関する実施

要領」（別添１、以下「実施要領」という。）では、教育委員会や学校が保護者や地域住民に対して

説明責任を果たすことが重要であると明記されるとともに、都道府県教育委員会は、域内の市町

村教育委員会の同意を得た場合には、当該市町村名又は当該市町村教育委員会が設置管理する学

校名を明らかにした公表を行うことができることとされています。

道教委では、この実施要領に基づき一層きめ細かく分かりやすい調査結果を示す観点から、昨

年度同様、市町村教育委員会の同意を前提として、２月を目処に公表を予定している令和元年度

（2019 年度）全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」（以下「北海道版結果

報告書」という。）に、別添３により作成した市町村の結果を掲載し公表することとしました。

つきましては、実施要領に基づき、貴市町村の結果を北海道版結果報告書に掲載することにつ

いて照会いたしますので、次により回答願います。

なお、道教委としては、学校名を明らかにした公表は市町村教育委員会が判断することが望ま

しいと考えており、照会する考えはありません。

記

１ 回答様式

別添 令和元年度（2019 年度）全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」

への市町村別結果の掲載について

２ 提出先及び提出方法

教育局（教育支援課）へ電子メールで提出

３ 市町村教育委員会から教育局への提出期限

令和２年１月 16 日（木）

４ 資料

別添１ 2019 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査に関する実施要領

別添２ 2019 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果公表に関する道教委の考え方

別添３ 道教委による市町村名を明らかにした公表の基本フォーマット

５ 北海道版結果報告書への掲載内容

「別添３ 道教委による市町村名を明らかにした公表の基本フォーマット」により作成した

資料を市町村ごとに小学校で１枚、中学校で１枚の内容を掲載

学校教育局健康・体育課

学校保健・体育グループ

TEL 011-204-5752
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令和元年 10 月 30 日

・令和元年度（2019 年度）全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」への

市町村別結果の掲載について（回答）

令和元年（2019 年）10 月 25 日付け教健体第 648 号で照会のありました令和元年度（2019 年度）

全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果報告書」に当市町村の結果を掲載することに

ついて、次のとおり回答します。

北海道教育委員会教育長 様

（石狩市）教育委員会

（御回答ください。）

１ 上記の回答に当たり、どのように決定しましたか。

（□にレ印を入れてください。）

□ 教育委員会に諮り決定した。

レ 教育長が決定した。

□ その他（ ）

２ 決定に当たり、意見を聞いた機関や団体等はありますか。

（ ）

３ 「同意しない」を選んだ市町村教育委員会は、差し支えなければ、その理由を下欄に

記入願います。

４ 今後の北海道版結果報告書の内容について、御意見等がありましたら、下欄に記入

願います。

ありがとうございました。

道教委が作成する令和元年度（2019 年度）全国体力・運動能力、運動習慣等調査「北海道版結果

報告書」に別添３により作成した当市町村の結果資料を掲載することについて

同意する 同意しない

（いずれかに○を付してください。）

本市に係る報告書内容を確定するに当たり、当職の見解を十分に反映するよう配

慮を願います。
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別添１



4



5



6



7



8



9



10



11



12



別添２

2019年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果公表に関する道教委の考え方

u 道教委の説明責任

道教委では、本道教育の推進に当たり、その責任と権限の下に、教職員の任用や 

人事、給与負担を行うとともに、本道教育が直面する教育課題を解決するため、広

域的な行政施策を実施してきており、その成果等について道民にわかりやすく説明

する責任があります。

こうしたことから、道教委としては、できるだけきめ細かく分かりやすい調査結 

果を示す観点から、全国体力・運動能力、運動習慣等調査の実施要領上、最大限可

能な範囲として管内別の結果を公表するなど、報告書の内容について不断の工夫・

改善を行っているところです。

平成26年度の実施要領から、①都道府県、市町村の区別なく、教育委員会や学校

が、保護者や地域住民に対して説明責任を果たすことが重要であると明記されると

ともに、②都道府県教育委員会は、域内の市町村教育委員会の同意を得た場合には、 

当該市町村名又は当該市町村教育委員会が設置管理する学校名を明らかにした公表

を行うことができるとされました。

この実施要領の改訂を受け、道教委では、市町村教育委員会の同意を前提として、

一層きめ細かく分かりやすい調査結果を示す観点から、市町村別の結果を公表する

こととし、平成26年度の報告書から、同意が得られた市町村の調査結果及び分析結

果・改善方策（市町村の体力向上策）を、報告書に掲載し公表しています。

道教委では、本年度も同様の考え方で市町村別の結果を報告書に掲載したいと考

えております。

u 市町村教育委員会の説明責任

一方、小・中学校の教育に関しては、市町村教育委員会が設置管理者としての責 

任と権限を有しており、自らの施策の現状と成果の一つとして全国体力・運動能力、 

運動習慣等調査の結果を様々な角度から一定の数値により分かりやすく公表すると

ともに、施策の改善につなげていくことが大切である。

なお、道教委では、市町村教育委員会の公表については、学校・家庭・地域・行

政が各地域の体力の課題を共有し、教育施策の改善や児童生徒の体力・運動能力等

の状況の改善に一丸となって取り組むことができるよう、これまでも分かりやすい

公表を行うよう働きかけてきたところであり、実施要領を踏まえた公表内容の改善・ 

充実について引き続き働きかけていく考えです。
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2019年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果公表に関する道教委の考え方

u 道教委による公表の具体

１ 道教委による市町村名を明らかにした公表について

○ 各種目の成果と課題が明確になるよう、各種目のＴ得点を示すレーダーチャ 

ートを基本とするとともに、分析結果や改善方策（市町村の体力向上策）を併

せて示すようにします。

〔公表内容〕 別添３「道教委による市町村名を明らかにした公表の

基本フォーマット」による

○ 体力合計点については、教育上の配慮が必要と考えられる市町村（※）以外

の市町村は、体力合計点の数値も公表することが望ましいと考えています。

（※）・小学校１校：42市町村 中学校１校:95市町村

・対象となる児童生徒数が少ない市町村

（参考：道教委では児童生徒数が250～350人程度である檜山、留萌管内を

公表）

・ただし、道内には児童生徒数が少なくても体力合計点の数値を公表して

いる町もあり、最終的には地域の実情に応じて市町村が判断すべき。

○ 同意が得られた市町村については、２月を目途に公表を予定している道教委

の報告に、別添３により作成した資料を掲載します。

２ 道教委による学校名を明らかにした公表について

○ 都道府県教委が市町村教委の同意を得た上で学校名を明らかにした公表を行

う際には、各学校の分析の結果や改善状況を合わせて示す必要がありますが、

全道の学校数が約1,600校に上ること、児童生徒数が少なく教育上の配慮が必

要な学校が多いことから、市町村教委や学校が判断することが望ましいと考え

ています。

３ 報道への対応

○ 報道機関に対し、体力合計点の数値を一覧にするなど、序列化や過度な競争

につながる報道をしないよう要請します。
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〈報告事項②〉

令和元年度石狩市教職員研修「ウィンターセミナー」について

１ 目的

市の教育目標の達成及び現代的教育課題を解決するため、専門的知識や実践的指導力

を磨き、教職員に求められる資質の向上を図る。

主幹教諭として専門性を高めつつリーダーとしての推進力を発揮する。

２ 主催

石狩市教育委員会

３ 日時

令和元年12月25日（水）13：30～15：40（受付 13：00～）

４ 会場

りんくる２階交流活動室 ほか

５ 対象

教職経験８年以下の市内小中学校全教諭

（養護教諭、栄養教諭、事務職員、期限付き教諭含む）

６ 申込み方法

各学校で参加者を取りまとめ、別紙により12月２日（月）までに市教委（山田参事）宛

に提出願います。

７ 内容

(1) テーマ 「変化の時代に生きる教職員に求められること」

(2) 講座１

□提言１ 紅南小学校 主幹教諭 長 坂 文 彦 氏

「社会が変わる。学び方が変わる。～新学習指導要領の開始にむけて今学びたいこと～」

□提言２ 花川中学校 主幹教諭 小 川 琢 治 氏

（現在調整中）
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(3) 講座２

□分科会講師

栄養教諭部会 北広島市立東部小学校 鈴 木 里絵子 氏
養護教諭部会 花川小学校 内 田 慶 子 氏
事 務 部 会 石狩中学校 村 井 誠 氏
小学 校部 会 南線小学校 谷 藤 健 氏

花川南小学校 加 藤 圭 介 氏
紅南小学校 長 坂 文 彦 氏
緑苑台小学校 宮 本 賢 一 氏

中学校部会 花川南中学校
花川中学校

折 田 道 啓 氏
小 川 琢 治 氏

樽川中学校 青 柳 真 光 氏

13:00 13:30 13:35 14:25 14:35 15:30 15:40

受

付

開

会

式

＜講座１＞

「提言」

質疑応答

休
憩

＜講座２＞

分科会別討議

（教諭、養護教諭、栄養教諭、事務職員）

閉

会

式

８ 事後アンケートの提出について

参加者には別紙様式により、ウィンターセミナー終了後に事後アンケートを行います。
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〈報告事項③〉

令和２年石狩市成人式の開催について

１．趣旨

成人としての節目を迎える市民の前途を祝福するとともに、将来の社会

を支える一員としての責任を自覚する機会とし、厳粛で温かみのある式典

とする。

２．主催 石狩市・石狩市教育委員会

３．期日 令和２年１月 12 日（日）

４．会場 花川北コミュニティセンター（花川北３条２丁目 198 番地）

５．対象者数 【現在調査中】

※平成11年４月２日～平成12年４月１日生まれの市内在住者

（令和元年11月１日現在の住民基本台帳登録データの数値）

６．日程

13：00 新成人受付、ホール開場

オリエンテーション

14：00 オープニング演奏、開式のことば

主催者挨拶

来賓祝辞、祝電披露

恩師からのビデオレター

※平成 26 年度の各中学校３年担任が出演

成人の誓い

閉式の言葉

15：00 記念写真撮影

（参考）過去５ヵ年の出席者数の推移）

平成 27 年 出席者数 418 名（対象者 548 名 参加率 76.2％）

平成 28 年 〃 434 名（ 〃 487 名 〃 89.1％）

平成 29 年 〃 396 名（ 〃 488 名 〃 81.1％）

平成 30 年 〃 420 名（ 〃 526 名 〃 79.8％）

平成 31 年 〃 415 名（ 〃 556 名 〃 74.6％）


